
【図書館掲示】 

 

 

 

 

 

 

桜の開花が近づいてきました。６年生は、もうすぐ卒業、

在校生は、学年の仕上げをする時期となりました。 

今年度も地域の皆様には、ゲストティーチャーや

ボランティア活動等で、子どもたちの学習支援や登下

校の見守り、学校の環境整備などにご協力いただき、

ありがとうございました。学校・家庭・地域の働きで 

「心豊かな たくましい昼生っ子」が育っていることを共に喜び合いたいと思います。 
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☆主な意見交流・・・ 

   ・背中をたたかれる姿を見た子どもが、様子が気になって相談したことで、事実確認ができ

た。今回の件は、いじめではなかったが日常の友だちとの関わりを見直すことにつながっ

た。各自が、目の前で起こっていることに向き合っていくことが大切である。学校内外の姿

を共有したい。 

   ・スマートフォンの所持率や使い方の指導についてはどうか。スマートフォンの所持率は正確

にはわからないが、インターネット上の危険性については学習している。就寝時刻が遅くな

るのなら、ゲームの使い方についても、話し合ってみるとよいのではないか。 

   ・挨拶については、学校の外でもできるように広げていきたい。 

 

学習面では・・・ 

【１年生】学習リーダーとしての役割ができ

るようになってきた。 

【２・3年生】オンラインで野登小、白川小、

加太小との道徳科の合同授業を行い、様々

な考えを知ることができた。 

【４年生】自分の将来の職業や、やりたいこ

となど、叶えたいことをまとめた。 

【5年生】加太小と米作りについて交流し、

自分たちとの取組の違いを見つけた。 

【6年生】「４小交流」「おかしの株式会社」

で他校と交流した。自分たちでアイデアを

出して準備を進められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活面では・・・ 

【１年生】休み時間に、他学年の子も集まっ

て教室でコマ回しを楽しんでいる。 

【２・3年生】周りの様子を見て、困っている

子がいたら、進んで助け合っている。 

【４年生】学級遊びをしたり、他学年を誘っ

て遊んだりして、交流する姿が増えてきた。 

【５年生】忘れ物が多かったので、学校生

活の見直しをしている。 

【６年生】縦割り班活動では、自分たちで

考えて活動を進めている。忘れ物をなくし

たり、生活習慣を整えたりするよう取り組ん

でいる。 

 

 

 

 

 

 



  新型コロナウイルス感染症への対応分類が変わり、学校では、昼生地区ふれあい運動会を

はじめ、平常の行事や学習活動が行われました。 

学校運営協議会では、複式教育の開始に伴う学校支援として、「学校ボランティア」の支援

体制づくりに取り組みました。この他に、学校運営協議会委員による白川小学校の二複式授業

視察や、委員と来年度入学予定児童保護者による昼生小学校の複式学級（２・３年生）の授業

参観を行いました。 

 

◎学校ボランティア活動 

     ・運営にあたっては、スクールサポートスタッフ（里）が学校ボランティア活動の調整役とし

て、学校が必要とする活動内容についてボランティア登録された方と連絡をとり、日程

調整などを行いました。 

     ・７月、１１月、２月には、ボランティア連絡会を開き、学期ごとの活動について感じられたこ

とや疑問に思われたことなどの意見交流を行いました。 

・ボランティア登録者数は、学習支援ボランティア：６名、図書館ボランティア：3名、花壇

園芸ボランティア：４名、環境整備ボランティア：2名です。 

・１月末の延べ人数で、算数に５６人、家庭科に２９人、図書館に５７人、花壇園芸に１８人

の方に活動していただきました。ご協力、ありがとうございました。 

     ・子どもたちは、ボランティアの方と共に活動することで「安心して学習出来た。楽しく活

動できた。」と言っています。また、ボランティアの方からも、「子どもたちからの声掛けや

繋がりができたことが嬉しい。」等の声をいただきました。    

     ・これからも、子どもにとっても、地域のボランティアの方にとっても、楽しみな時間となるよ

うに進めていきます。なお、ボランティア活動をホームページ等で紹介する場合には、名

前の掲載の仕方について確認していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

・複式学級の授業や合同授業では、異学年で学ぶことが学習に対する姿勢の面での刺激にな

ったり、人数が増えて発想が広がったりした面がある。全員が学習リーダーとなれるように取り

組んでいる。「授業は、単学年で気楽にやりたい」と思っている子どももいる。 

・教員としては、2 学年分の授業準備が必要となる。人的配置については、授業時間的には足り

ているが、出張等で人手不足になる場合が多く、人的な要望をしている。 

・教員が２名減ったことで、学校生活全体の中で以前と何が変わったのかを今年度中に整理

し、学校運営協議会や地域として何ができるのか検討していってほしい。 

草川さん（昼生地区まちづくり協議会前会長）と島さん（PTA 会長）は、令和５年度で学校運営

協議会委員を退任されます。２年間に渡って活動していただき、ありがとうございました。してき 

活動の詳しい様子については、学校ホームページの「学校運営協議会」をご覧ください。 


